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資料１－４



１．概 要 

  平成２７年１月に立て続けに発生した福島第一，第二原子力発電所の死亡災害，柏崎刈羽原子力発電

所各での墜落災害に鑑み，現在実施している工事（作業）の安全を確保するため，平成２７年１月２０

日より全作業を停止し「安全点検」を実施するものです。 

福島第一原子力発電所：雨水受けタンク天板部開口部からの墜落による死亡災害 

福島第二原子力発電所：１，２号機廃棄物処理建屋（管理区域）における協力企業作業員の点検治具 

挟まれによる死亡災害 

柏崎刈羽原子力発電所：ＩＰＢシャフト室転落災害 

   

２．実施内容 

 （１）安全点検の実施 

    発電所状況を踏まえ，現状，発注している工事件名，ならびに直営作業に対し以下の視点で各作

業現場の安全点検を実施する。 

①保護具の確認 

 ・高所作業の安全帯、親綱等法令で規定されている事項の遵守状況確認 

 ・安全衛生規則要求保護具の状況確認 

②開口部対策 

 ・タンクのマンホールのような開口部が有り、開口状態の落下防止対策状況確認 

 ・タンクのマンホールのような開口部が有り、恒久的な落下防止対策の確認 

③重量物の対応 

 ・人による重量物運搬時作業場内を持って歩く重量の状況確認 

  （１人力で持ち上げる荷の重量は１回の場合：５５kg、常時の場合：体重の４０％以下） 

④その他 

 ・不安全箇所がないことの確認 

  意識・手順・設備の項目を確実に点検し、十分な安全対策を行う。 

  ａ．重量物、回転体を扱う作業、並びにバランスを崩しやすい環境での作業において、十分

な安全対策が講じられていること 

  ｂ．特殊な治具・工具の取扱手順が明確となっており、必要な安全対策・注意喚起が講じら

れていること 

   ｃ．作業エリアでの開口部、暗所等において、墜落の恐れのある箇所を把握し、十分な安全

対策が講じられていること 

  遵守事項として 

    ⑤基本動作の徹底 

    ⑥作業手順の遵守 

    ⑦作業員一人一人が気を引き締めること 

 

（２）事例検討会の実施 

    ３サイトの今回の事例の検討会を行い，どうしたら災害がなくなるか等ひとり一人が考えること 

により意識の向上をはかる。 

    また、福島第一の事象については、以下の項目について追加で事例検討を指示 



    ・今回、当社職員は、何故被災者がタンク天板に昇るのを止めなかったのか？止められなかった 

か？ 

    ・一人作業を何故止めなかったのか？ 

 

３．工事実施の許可 

  工事実施の許可は以下とする。 

原子力発電設備に係わる点検，補修，管理業務については、工事を中断し安全点検を実施後、 

工事実施（再開）とする。 ・・・① 

ただし， 

   ・保安規定等の法令要求となっているサーベランス，パトロール，測定・監視 

・ 安全確保，安全監視のためのパトロール等は， 

中断することにより法令遵守や原子力安全を脅かすものであるため工事を継続実施しながら 

安全点検を実施する。・・・②                        

    （事務本館等の生活環境維持のための点検，清掃等も含む） 

                           

  ①：工事中断→安全点検実施→ＧＭ→部長→所長→CDO→本部長許可→工事実施（再開） 

  ②：工事継続→ＧＭ→部長→所長許可→工事継続実施しながら安全点検を実施 
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４．実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

統括責任者 

CDO 

実施責任者 

所 長 

実施責任者 

防災安全部長 

取り纏め 

防災安全Ｇ 

冷却設備部長 

水処理運営部長 

水処理設備部長 

水処理土木部長 

機械設備部長 

電気・通信基盤部長

各工事主管ＧＭ

各工事主管ＧＭ

各工事主管ＧＭ

各工事主管ＧＭ

各工事主管ＧＭ

各工事主管ＧＭ

依頼・指示本

店 

原

子

力

立

地

本

部

長 

土木部長 各工事主管ＧＭ

建築部長 

5・6号保全部長 

各工事主管ＧＭ

各工事主管ＧＭ

その他６主管部長 各工事主管ＧＭ



 

 

 

５．実施結果 

  添付資料の工事・委託について安全点検を実施 

   ・点検対象件数：４３５件 

・点検完了（工事再開予定）件数：３９２件 

・主な是正箇所 

 作業現場の段差に注意喚起標示実施 

 開口部養生の見直し及び注意喚起標示実施 

 安全帯使用の注意喚起標示実施 

 作業手順書の見直し 等 

 なお安全点検実施状況については別紙「安全点検実施状況リスト」参照。 

 

 安全点検実施確認部長報告を受けた所長コメント（総括） 

 ①新しい人（監理員、管理員、作業員等）は入った際はその都度、今回の３事例の事例検討を実施する

こと（入所時教育の必須事項とすること） 

 ②検査や試験の際は、要領書はきちんと作成するが、その準備段階が疎かになりがちであり、予定外作

業が発生しやすいため、準備作業の段取り（役割分担）をきっちり実施すること 

③開口部となるマンホールの蓋等に、「開口部注意」「蓋開放時、安全帯の使用」の標示を実施すること。 

 低所部は実施済み、高所部については、作業開始後随時実施。  

④安全ブロック、ロリップには、有効期限を標示すること。 

 低所部は実施済み、高所部については、作業開始後随時実施。 

⑤昇降ハシゴの下部に、「昇降時、ロリップ使用」「昇降時、安全帯の使用」の標示を実施すること。 

 低所部は実施済み、高所部については、作業開始後随時実施。 

⑥昇降ハシゴに安全ブロック等の墜落防止装置未設置箇所については、安全帯の二丁掛けを徹底するこ

と。 

⑦単管の端部にはキャップ等の養生を実施すること。 

 低所部は実施済み、高所部については、作業開始後随時実施。 

⑧仮設分電盤についても、施錠管理を実施すること。 

 実施済。 

⑨１Ｆの災害について、「何故、当社担当者がタンク天板に昇るのを止めなかったのか？」「止められな

かったのか？」また「一人作業を何故止められなかったのか？」を自分の立場に置き換えて、再度事

例検討を実施すること。 

 各グループにて実施済。 

⑩災害事例検討会において企業さんより、災害事例の情報量が不足しているとの意見があり、安全推進

協議会にて、所長より補足説明を実施。 

 

今回の安全点検では，想定リスクに基づく現場確認を行い，必要な手順・現場の見直しによる安全対策

の強化・徹底を行ってまいりました。 



 引き続き，労働災害が発生する根本原因を究明し抜本的な再発防止対策をすすめてまいります。 

 

６．参考資料 

 （１）安全点検および意識向上 代表例 

  

以 上 
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